COE*/JSPS**-NRCT*** JOINT EVENING CONFERENCE ON "Advanced Technologies to Evaluate Kampo Medicine-Based Diagnosis and Clinical Therapy" by 富山大学和漢医薬学総合研究所
COEワJ-SPS対－NRCT対＊ JOINTEVENING CONFERENCE ON 
“Advanced Technologies to Evaluate Kampo Medicine-Based Diagnosis 
and Clinical Therapy” 
Organized by the 21st Century COE Program and the JSPS-NRCT Exchange Programラ
University of Toyama 
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日時：平成 18年 12月 1日（17: 30-19: 00) 
場所：富山県民会館
概略：「司本学術振興会拠点大学方式による
タイとの学術交流（薬学）J事業（拠点大学
交流事業）の一環として第 7回 JSPS府RCT
ジョイントセミナ~I天然薬物研究とその
応用に関する最近の進展jが平成 18年 12
月に富山において開催されるのを機会に、
本学 COEプログラム”東洋の知に立脚した
個の医療の創生」事業とのジョイントイブ
ニングカンファレンスを企画した。本カン
ファレンス辻、天然薬物研究を推進する日
本、タイ、およびべ下ナムの拠点大学交流
事業参加研究者に COEプログラムの事業
内容および研究成果を紹介し、天然薬物、
特に漢方薬に関する研究交流の推進を図る
ことを自的のーっとした。本カンフアレン
スでは、漢方薬をはじめとする伝統薬物研
究を通して昌民の健康福祉に貢献すること
の意義と重要性について更に理解を深める
ことができたG
本カンファレンスでは鳴田豊教授にOEプログラムリーダー）による COEプログラムの概要説明の
後、引網宏彰博士（富山大学産学部和漢診療学講座）が“Oketsu(blood stagnant s戸drome）ラ aKam po 
pathologic conceptラandeffects of keishibukuryoganラanoketsu-improving formulaア、済;tて育夫博士（和漢医薬
学総合研究所所長）が“Proteo担icanalysis of pathogenic alteration (Shoラ証）diagnosed by 玉ampomedicine and 
estぬlishmentof tailor-made treaむnent.”について研究成果を英語で講演し、活発な討論を行った凸尚、タイ
30名，ベトナム 1名を含む計40名の参加者を得た0 （文責：松本欣三）
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